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令和４年度「富田林支援学校みんなのためのアンケート」 
～学校教育自己診断【保護者用】の集計検討結果について～ 

 

 
保護者の皆様からご提出いただいたアンケートは合計 164 通で、提出率は 59．0％でした。（参考：R3

年51.2％、R2年５３.５％）前年度・前々年度に比べて提出率は増加しました。 

今年度は、児童・生徒が通う施設等の職員の方々、保護者の皆様と協力して、一人の回答者に複数のアンケ

ート用紙がわたることのないよう努めました。 

 

 各設問につきましては、以下の基準により肯定的評価と否定的評価を区別しています。 

 

 【肯定的評価】 

☆☆・・・Ａ＋Ｂが９０％以上 

☆ ・・・Ａ＋Ｂが８０％以上９０パーセント未満 

  【否定的評価】 

★ ・・・Ｃ＋Ｄが１０％以上２０％未満 

★★・・・Ｃ＋Ｄが２０％以上 

  【参考】 

彡 ・・・前年度を上回る評定 

 

【全校の結果について】  

  ・各学部において前年度を上回る肯定的な評価をいくつもいただいており、学校全体としても昨年に比べ、 

   上昇傾向がみられます。全17問のうち、「Ａ＋Ｂが90％以上」は1７問、全17問のうち、「Ｃ＋Ｄ 

   が10％以上」は、今年度はありません。 

  ※昨年度からの設問事項を見直しました。昨年度の設問10を削除し、今年度は17問に新たな設問を設 

   けています。 

   結果につきましては、昨年度からいただいている保護者の声を大事にし、新型コロナウイルス感染症の 

   影響下においても、行事等を中止にせずに児童・生徒が可能な限り参加、活動できる機会を設けたり、 

   保護者の方の来校の機会を増やしたりしたことが良い結果に結びついたのではないかと考えています。 

   各学部ごとの継続検討課題はもちろんのこと、全校においても１０％に満たないが、課題が示唆される 

   もの、無回答が多かった要因や全体の提出数の増加等なども含め、今後も学校全体の課題として受け止 

   め、改善に向けた検討を進めてまいります。また、学部ごとにいただいたご意見も含め、今後の学校教 

   育及び学校運営に活かしてまいります。なお、ご意見（自由記述）に関する回答は各学部ごとに総括し 

   て掲載しておりますので、併せてご覧ください。          

                                            【裏面へ】 

 

回答の選択肢 

Ａ：よくあてはまる 

Ｂ：ややあてはまる 

Ｃ：あまりあてはまらない 

Ｄ：まったくあてはまらない 



《各学部の集計検討結果について》 

【小学部の結果】  

  ・今年度の小学部の提出数は37票（前年度：63票）でした。全17問のうち、肯定的評価「Ａ＋Ｂが9

０％以上」は 17 問、否定的評価「Ｃ＋Ｄが１０％以上」はありませんでしたが、昨年度と比較して小

学部の提出率の低下がみられます。 

  ・自由記述欄からは担任との連絡方法や子どもの様子の伝え方、学校からの学年通信等について、デジタ

ル化や簡素化を望むご意見をいただいています。GIGAスクール構想など国や府としての取組みが本校で

も進んでいますので、今後の検討に向けて、貴重なご意見として参考にさせていただきます。 

    

【中学部の結果】 

  ・今年度の中学部の提出数は 67 票（前年度：58 票）でした。全 17 問のうち、肯定的評価「Ａ＋Ｂが

90％以上」は 1５問、「8０％以上」は２問でした。設問４については、昨年度からおおよそ 30％近い

肯定率の増加が見られます。設問１についても昨年度の否定的評価「Ｃ＋Ｄが１０％以上」は解消されま

した。 

  ・自由記述欄からは、コロナ禍以前の様な保護者の交流会の実施や保護者の行事等の参加方法等を望むご 

   意見や、教職員の専門性など建設的なご意見をいただきました。少しずつではありますが、保護者の皆 

     様とともに行える行事等を再開しております。また、教職員の専門性につきましては、学校全体で向上 

     できるような体制を構築してまいります。 

 

【高等部の結果】 

 ・今年度の高等部の提出数は60票（前年度：68票）でした。全17問のうち、「Ａ＋Ｂが90％以上」は

11問、「80％以上」は６問でした。中学部と同様に設問４については、昨年度から大幅な数値の改善が

みられます。Ａ＋Ｂが８０％を超える評価は多いですが、来年度に向けての学部検討項目として「Ｃ＋Ｄ

が１０％以上」が４問あります。（前年度よりは2問減少しています。） 

 ・自由記述欄からは、進路について学習会等を含むオンラインの参加方法を今後も継続して欲しいことや、

企業実習や校区内の各市町村と学校や学年の連携についてご意見をいただきました。教育活動については

ICT の活用方法やコロナ禍で実施できなかった内容の補完等を含め今後に向けて継続および検討をして

まいります。 

 

  【全体に関するご意見等】 

・例年の課題ではありますが、駐車場と本校の電話回線についてのご意見をいただいております。期末懇談

会など、児童・生徒の下校後などは校内駐車も可能なように対応はさせていただいていますが、日中は児

童生徒の安全面からも校内駐車は限られた台数となっております。今後もこんごう福祉センターと協議し、

少しでも利用可能な場所が増えるよう努めさせていただきます。電話回線につきましてはご迷惑をおかけ

しておりますが、校内全ての回線を工事することが必要なため費用等を含め早急な対応が難しいとのこと

でした。電話以外の連絡なども今後検討を進めてまいります。 

・その他、学校、教職員への感謝など、励ましの言葉もたくさんいただきました。 

・アンケートへのご協力ありがとうございました。 


